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山口型放牧に関する
アンケート調査の実施



調査の背景

・山口県では、平成元年から全国に先駆けて、水田や

耕作放棄地等を活用した肉用繁殖雌牛の放牧を開始

・牛の飼養管理の省力化や農地の保全等の手段として

積極的に推進してきた

電気牧柵の利用

移動放牧の普及

レンタカウ制度の整備

取組拡大

山口型放牧



しかし、県内の放牧実施面積は、平成２７年度の３７２haを

ピークに停滞し、平成２９年度には３４２haとなっている。

H29 実績
３４２ ha

H27 実績
３７２ ha

多くのメリットがあるにもかかわらず伸び悩んでいる

何か取組の障害となっているものがある？

調査の背景



調査の概要

山口型放牧の取組実態を調査し、課題や農家等の

ニーズを把握し、今後の山口型放牧の展開や新たな

放牧技術の開発等の資料とする

県内の肉用牛飼養者（繁殖・一貫経営） ：３４８戸

山口県集落営農法人連携協議会に加入する法人：２１２法人

目 的

対象者



１ 全 般

・ 山口型放牧の認知度や取組経験の有無

・ 放牧に取り組んだ理由・目的（取り組まない理由）

・ 放牧を実施して良かった点、悪かった点

・ 今後の取組意向

２ 具体的な実施方法

・ 放牧期間、放牧馴致の方法、牛の運搬方法、牧草の種類

レンタカウ制度の役割分担など

３ その他

・ あれば便利と思われる放牧関連機器、関係機関からの支援

主な調査項目



実際の調査票 【様式１：肉用牛飼養者用】



実際の調査票 【様式２：集落営農法人用】



山口型放牧の認知度

Q.「山口型放牧」をご存知でしたか？

★肉用牛飼養者 ◆集落営農法人

調査の結果

調査票回収状況

肉用牛飼養者 ： ２０８戸 （５９．８％）

集落営農法人 ： １３４法人（６３．２％）



Q.「山口型放牧」を実施されていますか？

★肉用牛飼養者 ◆集落営農法人

実施している

実施していない

実施したことはあるが中止した

80 戸
（38.5 ％）

93 戸
（44.7 ％）

31 戸
（14.9 ％）

9 法人
（6.7 ％）

120 法人
（89.6 ％）

3 法人
（ 2.2 ％）

取組経験の有無



山口型放牧をやって良かったことは？

★肉用牛飼養者

回答戸数：87戸 ※複数回答あり



◆集落営農法人

山口型放牧をやって良かったことは？

回答戸数： 9法人 ※複数回答あり



放牧をする上で困ったことは？

★肉用牛飼養者

回答戸数：81戸 ※複数回答あり



◆集落営農法人

放牧をする上で困ったことは？

回答戸数： 6法人 ※複数回答あり



放牧を実施しない（中止した）理由は？

★肉用牛飼養者

回答戸数：119戸 ※複数回答あり



◆集落営農法人

放牧を実施しない（中止した）理由は？

回答戸数：122法人 ※複数回答あり



今後、山口型放牧を実施（再開）してみたいですか？

★肉用牛飼養者

回答戸数：116戸

52.6 ％
（61戸）



◆集落営農法人

今後、山口型放牧を実施（再開）してみたいですか？

回答戸数：121法人

43.8 %
（53法人）



調査の結果（その他）

あれば便利と思う放牧関連機器

関係機関から支援してほしいこと

○牛を遠隔で看視できる機械・システム

○脱柵を防ぐもの、知らせるもの

○電気牧柵より簡易な牧柵 等々

○電気牧柵等の施設、設備への補助

○牧草栽培や地域の理解醸成等の技術的支援



調査のまとめと課題

□経験者の多くは「飼養管理の省力化や低コスト化」「耕作放

棄地の解消や農地の保全」「獣害対策」等の効果を実感

□一方、「電気牧柵周辺の草刈り」や「脱柵」等に苦慮

□放牧未経験者の約半数が山口型放牧に関心を持っている

□経験者・未経験者ともに、「時間や人手がない」中での「牛

や放牧地の管理」に負担や不安を感じている

「可能ならばやってみたい」「興味はあるが難しい」が
「やってみよう！」に変わる ➡取組拡大に繋がる

これらの負担や不安を軽減できれば…



アンケート結果の活用

現場の声を反映させた試験研究・開発を展開

○取組意向の有無 ○放牧実施状況等のデータ
○支援してほしいこと ○放牧関連機器の需要・アイデア

農林(水産)事務所
畜産部

農林総合技術センター
畜産技術部

情報提供 情報提供

個別ニーズに合わせた技術指導・体制づくりを推進



□草地造成、放牧馴致、周年放牧等の技術的な支援・指導

□ ICT等の先進機器の活用促進を通じた省力化技術の検討

１ 山口型放牧を実施する上での不安を解消

□初心者を対象としたセミナー・講習会

□優良事例の紹介や放牧経験者との座談会

不安の解消基礎的な技術の習得 経験者の生の声

２ 山口型放牧を実施する上での負担を軽減

負担の軽減放牧管理の
更なる省力化技術

実践的な技術の習得



ご清聴ありがとうございました。


